
(57)【要約】

　　【課題】

　非磁性のオーステナイト系ステンレス鋼板材を利用し

て、ＩＨ特性及び成形性に優れ、且つ、製造が容易なア

ルミニウム／ステンレスクラッド板材を提供する。

　　【解決手段】

　オーステナイト系ステンレス鋼板材２、アルミニウム

を表面にコーティングした磁性を有する鉄又は鉄合金板

材１１、アルミニウム又はアルミニウム合金板材３、オ

ーステナイト系ステンレス鋼板材２をこの順に積層し接

合することにより、アルミニウム／ステンレスクラッド

板材１０を形成した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 と 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 と を 用
い た ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 と オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 間 に 、 磁
性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ
ッ ド 板 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 が 表 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 厚 さ は 、 0.2～ 1.5ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 板 材 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 の 順 で 積 層 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 鉄 又 は 鉄 系 合 金 は 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 よ り 磁 性 モ ー メ ン ト が 大 き い こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材
。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 の 製 造 方
法 で あ っ て 、
　 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 と オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 間 に 、 磁
性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設 け て 積 層 す る 段 階 と 、
　 前 記 各 板 材 が 積 層 さ れ た 積 層 体 を 圧 延 す る 段 階 と 、
　 該 圧 延 さ れ た 積 層 体 を 拡 散 処 理 す る 段 階 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 各 板 材 を 積 層 す る 段 階 以 前 に 、 前 記 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を
形 成 す る 段 階 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ
ッ ド 板 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 拡 散 処 理 は 、 200～ 400℃ の 範 囲 で 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の ア
ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 ク ラ ッ ド 板 材 の う ち 、 ア ル ミ ニ ウ ム と ス テ ン レ ス 鋼 と の 組 合 せ か ら な る ア ル ミ ニ
ウ ム ／ ス テ ン レ ス (以 下 、 Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ と 略 称 す )ク ラ ッ ド 板 材 が 最 も 多 く 使 用 さ れ て お り
、 軽 く て 熱 伝 導 性 に 優 れ た ア ル ミ ニ ウ ム に 、 耐 食 性 及 び 強 度 が 良 好 で 、 且 つ 、 色 相 が 美 し
い ス テ ン レ ス 鋼 の 性 質 を 組 合 せ る こ と で 、 台 所 用 品 な ど に 広 く 用 い ら れ て い る 。 こ の Ａ ｌ
／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 は 、 数 年 前 ま で は 、 ス テ ン レ ス 鋼 と し て 、 色 相 が 美 し く て 、 耐 食 性
に 優 れ て 、 成 形 の 容 易 な オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 が 使 用 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は 、 従 来 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 を 示 し た 図 で 、 同 図 （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 Ａ
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ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 １ は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ 等 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板
材 ２ ， ２ 間 に 、 単 層 又 は 多 層 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ を 挿 入 し て 構 成 さ れ て い る 。 同 図
（ Ｂ ） は 、 同 図 （ Ａ ） の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 １ を 深 絞 り (Deep drawing)に よ り 成 形
し た 例 を 示 す 。 尚 、 場 合 に よ っ て は 、 同 図 （ Ａ ） の 上 側 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼
板 材 ２ （ 同 図 （ Ｂ ） に お け る 内 側 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ ） が な い 構 造 も
あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 最 近 、 鍋 及 び 飯 釜 な ど に は 、 電 気 に よ っ て 誘 導 加 熱 （ 以 下 、 Ｉ Ｈ （ Induction He
ating） と 略 称 す ） が 可 能 な も の が 多 く 使 用 さ れ て い る 。 こ れ は 、 Ｉ Ｈ 方 式 で は 、 容 器 自
体 が 発 熱 さ れ て 、 高 い 火 力 を 容 易 に 得 る こ と が で き 、 熱 効 率 が 高 く 、 操 作 が 簡 便 且 つ 安 全
で あ る た め で あ る 。 Ｉ Ｈ は 、 磁 場 の 変 化 に よ る ヒ ス テ リ シ ス 損 (hysteresis loss)及 び 渦
電 流 損 (eddy-current loss)に よ っ て 発 生 す る が 、 前 者 は 磁 性 物 体 の み に 発 生 し 、 後 者 は
全 て の 伝 導 体 に 発 生 す る 。 し か し 、 家 庭 用 Ｉ Ｈ ヒ ー タ は 、 周 波 数 が そ れ 程 高 く な い た め 、
渦 電 流 損 に よ る 熱 発 生 は 微 々 た る も の で 、 ヒ ス テ リ シ ス 損 に よ る 熱 発 生 が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 最 近 は 、 Ｉ Ｈ 特 性 を 生 か す た め に 、 耐 食 性 及 び 成 形 性 な ど に 優 れ て 外 観 の 良 い
非 磁 性 体 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 の 代 わ り に 、 磁 性 を 有 す る Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ 系 統 の
フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 が 使 用 さ れ て い る 。
　 図 ６ は 、 磁 性 を 有 す る フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 を 使 用 し た 従 来 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ
ド 板 材 １ ′ を 示 し た 図 で 、 同 図 （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材
２ と フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ４ 間 に 、 単 層 又 は 多 層 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ を 挿
入 し て 構 成 さ れ 、 深 絞 り に よ り 成 形 す る 際 に は 、 同 図 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 磁 性 を 有 す る フ
ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ４ を 外 側 に 位 置 さ せ て 成 形 す る 。 こ の よ う な 構 造 が 、 現 在 の
ほ と ん ど の Ｉ Ｈ 用 台 所 容 器 に 適 用 さ れ て い る 。 こ の 場 合 も 、 同 図 （ Ａ ） の 上 側 の オ ー ス テ
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ が な い 構 造 も あ る 。 尚 、 図 ５ と 同 一 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し
て あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 に お い て は 、 成 形 時 、 表 面 欠 陥 で あ る リ ジ ン
グ (ridging)又 は ロ ー ピ ン グ （ roping） が 発 生 し 、 こ れ を 除 去 す る た め に 、 数 十 ～ 数 百 μ
ｍ の 深 さ で 表 面 を 研 磨 す る 必 要 が あ り 、 費 用 が 多 く か か る と い う 不 都 合 な 点 が あ っ た 。
　 ま た 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 は 、 延 伸 率 が 30％ 程 度 で 、 ク ラ ッ ド 条 件 や 成 形 条 件 が
ほ と ん ど 完 璧 で な い と 、 成 形 時 に 破 損 が 発 生 す る と い う 不 都 合 な 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 熱 効 率 の 観 点 で も そ れ 程 良 い 構 造 で は な い 。 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な
磁 性 材 料 は 、 表 皮 効 果 (skin effect)が 大 き く て 、 表 面 に 熱 発 生 が 集 中 さ れ る が 、 こ の 場
合 、 ス テ ン レ ス 鋼 は 熱 伝 導 性 が 悪 い た め 、 対 流 に よ る 熱 損 失 が 大 き い と い う 不 都 合 な 点 が
あ っ た 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 非 磁 性 の オ ー ス テ ナ イ ト 系
ス テ ン レ ス 鋼 を 利 用 し て 、 Ｉ Ｈ 特 性 及 び 成 形 性 に 優 れ 、 且 つ 、 製 造 が 容 易 な ア ル ミ ニ ウ ム
／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材
は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 と オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 間 に 、
磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 か か る 構 成 で は 、 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設 け る こ と に よ っ て 、 フ ェ ラ イ ト
系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 使 用 せ ず に Ｉ Ｈ 特 性 を 利 用 す る こ と が で き 、 外 観 の 美 し さ 、 耐 食 性
及 び 成 形 性 な ど に お い て 優 秀 で あ り 、 理 想 的 な ク ラ ッ ド 板 材 が 得 ら れ る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 層 が 表 面 に 形 成 さ れ て い
る と よ い 。
　 か か る 構 成 で は 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 酸 化 を 抑 制 で き る よ う に な る 。
　 ま た 、 成 形 性 及 び Ｉ Ｈ 特 性 を 考 慮 し て 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 厚 さ は 、 0.2～ 1.5ｍ ｍ の
範 囲 と す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 は 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 よ り 磁 性 モ
ー メ ン ト が 大 き い こ と が 好 ま し い 。
　 本 発 明 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 の 製 造 方 法 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は
ア ル ミ ニ ウ ム 板 材 と オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 間 に 、 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合
金 板 材 を 設 け て 積 層 す る 段 階 と 、 前 記 各 板 材 が 積 層 さ れ た 積 層 体 を 圧 延 す る 段 階 と 、 該 圧
延 さ れ た 積 層 体 を 拡 散 処 理 す る 段 階 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 各 板 材 を 積 層 す る 段 階 以 前 に 、 前 記 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ
ム 層 を 形 成 す る 段 階 を 有 す る と よ い 。
　 か か る 製 造 方 法 で は 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 す る こ と で 、
流 通 及 び 保 管 過 程 で 錆 が つ く こ と が な く 、 ク ラ ッ ド 製 造 時 に 加 熱 し て も 酸 化 せ ず に 、 オ ー
ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 と 鉄 合 金 板 材 と の 接 合 を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 拡 散 処 理 は 、 200～ 400℃ の 範 囲 で 加 熱 す る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る ア ル ミ ニ ウ ム ／ ス テ ン レ ス ク ラ ッ ド 板 材 及 び 製 造 方
法 に よ れ ば 、 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設 け る こ と に よ り 、 優 れ た Ｉ Ｈ 特 性 が 得
ら れ 、 ま た 、 成 形 性 な ど に 優 れ た オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 用 い る こ と が で き
る の で 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 用 い る 場 合 に 比 べ て 成 形 性 を 向 上 す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 経 済 的 且 つ Ｉ Ｈ 特 性 の 優 秀 な ク ラ ッ ド 板 材 を 得 る こ と が で き る と い う 効 果
が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 す れ ば 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材
の 酸 化 を 抑 制 で き る の で 、 流 通 及 び 保 管 過 程 で 錆 が つ く こ と な く 、 ク ラ ッ ド 製 造 時 に 加 熱
し て も 酸 化 せ ず に オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 と 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 と の 接 合 を 容
易 に で き る と い う 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 積 層 体 を 圧 延 し て 接 合 し た 後 に 拡 散 処 理 す る こ と に よ り 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 中
に ア ル ミ ニ ウ ム が 拡 散 さ れ て 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 強 力 に 接 合 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 本 実 施 形 態 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で
あ る 。 尚 、 従 来 と 同 一 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し て あ る 。
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 形 態 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 １ ０ は 、 同 図 （ Ａ ） に 示 す よ う
に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ に 、 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ 及 び オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ を 順 に
積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。 同 図 （ Ｂ ） は 、 こ の よ う な 構 成 の 本 実 施 形 態 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク
ラ ッ ド 板 材 １ ０ を 、 深 絞 り に よ り 成 形 し た 例 を 示 す 。 尚 、 図 １ （ Ａ ） の 上 側 オ ー ス テ ナ イ
ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ （ 同 図 （ Ｂ ） の 内 側 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ ） を
、 設 け な い ク ラ ッ ド 構 造 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ ， ２ と し て は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ が 使 用 で
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き る 。 ま た 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ ， ２ の 厚 さ は 、 薄 い 程 良 い が 、 0.1ｍ
ｍ 未 満 で は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ 、 ア ル ミ ニ
ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ 及 び オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ を 積 層 し た 積
層 体 の 圧 延 時 に 難 点 が あ る た め 、 0.1ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ は 、 磁 性 を 有 す る 純 鉄 又 は 炭 素 鋼 或 い は そ の 他 の 鉄 系 合 金 を 用
い る こ と が で き る が 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 よ り 磁 性 モ ー メ ン ト が 大 き い も の が 望 ま
し い 。 ま た 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ の 厚 さ は 、 成 形 性 及 び Ｉ Ｈ 特 性 を 考 慮 し て 0.2～ 1.5
ｍ ｍ の 範 囲 が 望 ま し い 。 更 に 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 は 、 通 常 、 常 温 で も 容 易 に 酸 化 さ れ 、 流 通
及 び 保 管 過 程 で 錆 が 容 易 に 発 生 す る だ け で な く 、 ク ラ ッ ド 製 造 の た め に 加 熱 す る と 、 鉄 が
酸 化 さ れ て 積 層 体 の 接 合 が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ る 。 こ の た め 、 積 層 以 前 に 表 面 に ア
ル ミ ニ ウ ム 層 を コ ー テ ィ ン グ す る と よ い 。 ア ル ミ ニ ウ ム 層 を コ ー テ ィ ン グ す る こ と に よ り
、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 酸 化 を 抑 制 で き る た め 、 流 通 及 び 保 管 過 程 で 錆 が つ く こ と が な く
、 ク ラ ッ ド 製 造 時 の 加 熱 で も 酸 化 せ ず に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 と 鉄 又 は 鉄
系 合 金 板 材 と の 接 合 が 容 易 に で き る よ う に な る 。 尚 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 表 面 に 対 す る ア
ル ミ ニ ウ ム 層 の コ ー テ ィ ン グ 処 理 は 必 ず し も 行 わ な く と も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ と し て は 、 例 え ば Ａ ｌ １ ０ ０ ０ 、 Ａ ｌ ３ ０ ０
３ 、 Ａ ｌ ３ ０ ０ ４ 等 が 使 用 さ れ る 。
　 か か る 構 造 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 １ ０ は 、 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 を 設
け る こ と に よ り 、 優 れ た Ｉ Ｈ 特 性 が 得 ら れ る 。 ま た 、 成 形 性 な ど に 優 れ た オ ー ス テ ナ イ ト
系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 用 い て い る の で 、 成 形 時 に リ ジ ン グ 又 は ロ ー ピ ン グ 等 の 表 面 欠 陥 が
発 生 せ ず 、 欠 陥 除 去 の た め の 表 面 研 磨 処 理 が 不 要 と な り 、 ま た 、 成 形 時 の 破 損 も フ ェ ラ イ
ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 を 用 い た 場 合 に 比 べ て 格 段 に 少 な い 。 従 っ て 、 経 済 的 且 つ Ｉ Ｈ 特 性 の 優
秀 な ク ラ ッ ド 板 材 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム
層 を 形 成 す る こ と で 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 の 酸 化 を 抑 制 で き 、 流 通 及 び 保 管 過 程 で の 錆 付
き を 防 止 で き 、 ク ラ ッ ド 製 造 時 の 加 熱 に よ る 酸 化 を 防 止 で き 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ
ス 鋼 板 材 ２ と 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ と の 接 合 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 １ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 磁 性 を 有 す る 鉄 又 は 鉄 系 合 金 １ １ を 用 意 し 、 そ の 表 面 に 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム を 溶 融 メ ッ
キ し て 鉄 又 は 鉄 系 合 金 １ １ 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を コ ー テ ィ ン グ す る 。 そ の 後 、 オ ー ス テ
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ 、 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 し た 鉄 又 は 鉄 系 合 金 １ １ 、 ア
ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材 ３ 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ２ を こ の 順
で 積 層 し て 積 層 体 を 形 成 す る 。 次 に 、 形 成 し た 積 層 体 を 、 熱 間 圧 延 し て 接 合 し た 後 、 200
～ 400℃ の 範 囲 で 拡 散 処 理 し て 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う な 本 実 施 形 態 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ
ド 板 材 １ ０ を 製 造 す る 。 こ の よ う に 、 積 層 体 を 圧 延 し て 接 合 し た 後 に 拡 散 処 理 す る こ と に
よ り 、 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ 中 に ア ル ミ ニ ウ ム が 拡 散 さ れ て 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ の
接 合 を 強 固 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 具 体 的 実 施 例 を 示 す 。
　 ［ 実 施 例 ］
　 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材 １ １ と し て 、 1.1ｍ ｍ 厚 さ の 一 般 の 低 炭 素 鋼 板 材 を 用 意 し た 後 、 表
面 に ア ル ミ ニ ウ ム を 溶 融 メ ッ キ し て 約 15μ ｍ 厚 さ の ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 し た 。 こ の よ う
に ア ル ミ ニ ウ ム が メ ッ キ さ れ る と 、 約 550℃ ま で は 酸 化 さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 表 面 に ア ル ミ ニ ウ ム 層 を 形 成 し た 低 炭 素 鋼 板 材 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 及
び ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 (Al3003)板 材 を 用 意 し た 後 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系
ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ／ ア ル ミ ニ ウ ム が コ ー テ ィ ン グ さ れ た 低 炭 素 鋼 板 材 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
／ オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 の 順 に 積 層 し た 後 、 約 28％ の 圧 下 率 で 圧 延 し て 接 合
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し 、 該 接 合 さ れ た 積 層 体 を 330℃ で 30分 間 拡 散 処 理 し て 、 Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 を 形
成 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 例 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の 垂 直 断 面 を 示 し た 写 真 で あ る 。 図 中 、
２ は オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 、 Ａ ｌ は 低 炭 素 鋼 板 材 １ １ に コ ー テ ィ ン グ し た ア
ル ミ ニ ウ ム 層 、 １ １ は 低 炭 素 鋼 板 材 、 ３ は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 (Al3003)板 材 を そ れ ぞ れ 示 す
。
　 本 実 施 例 と の 比 較 の た め に 、 図 ６ に 示 し た よ う な 従 来 の フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材
／ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 (Al3003)／ オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 か ら な る Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ
ク ラ ッ ド 板 材 を 用 意 し 、 深 絞 り に よ り 成 形 し た 後 、 成 形 体 の 外 側 で あ る フ ェ ラ イ ト 系 ス テ
ン レ ス 鋼 板 材 側 か ら 観 察 し た 写 真 を 図 ３ に 示 し た 。 図 ３ の 右 側 上 端 の 拡 大 写 真 を み る と 、
表 面 に 深 い リ ジ ン グ が 発 生 し た こ と が 分 る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 本 実 施 例 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ／ ア ル ミ ニ ウ ム が コ ー テ ィ ン グ さ
れ た 鉄 板 材 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 ／ オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 か ら な る 本 実 施 例 の
Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 を 深 絞 り に よ り 成 形 し た 後 、 成 形 体 の 外 側 で あ る オ ー ス テ ナ イ
ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 の 表 面 を 観 察 し た 写 真 を 図 ４ に 示 し た 。 図 ３ に 示 す 比 較 例 と は 異 な
っ て 、 リ ジ ン グ が 全 く な い こ と が 分 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 比 較 例 の フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 ／ ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 (Al3003)／ オ ー ス テ
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 か ら な る Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の 場 合 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ
ン レ ス 鋼 板 材 か ら ク ラ ッ ク が 発 生 す る が 、 本 実 施 例 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 で は 、 ク
ラ ッ ク が 全 然 発 生 し な か っ た 。 こ れ は 、 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 の 延 伸 率 が 30％ 程
度 で あ る の に 対 し て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 の 延 伸 率 が 60％ 程 度 で あ る た め
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の 一 実 施 形 態 を 示 す 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の ク ラ ッ ド 組 織 を 示 し た 光 学 顕 微 鏡 写 真 で あ
る 。
【 図 ３ 】 フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 使 用 し た 比 較 例 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 に
深 絞 り を 行 っ た 後 の 外 側 か ら 観 察 し た 写 真 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 の Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 に 深 絞 り を 行 っ た 後 の 外 側 か ら 観 察 し た 写 真
で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 用 い た Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の
構 造 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の Ｉ Ｈ 特 性 を 有 す る オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 を 用 い た Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ
Ｓ ク ラ ッ ド 板 材 の 構 造 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
２ 　 　 オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 板 材
３ 　 　 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 材
１ ０ 　 　 Ａ ｌ ／ Ｓ Ｔ Ｓ ク ラ ッ ド 板 材
１ １ 　 　 鉄 又 は 鉄 系 合 金 板 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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